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理事主題 

「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！」 
Energizing Y’s Men’s Clubs with the Y’s spirit ! 

 
 

 ―定例会の充実と活発な奉仕活動でメンバー倍増！― 
 Doubling membership through having substantial meetings and active service ! 

                        西日本区理事 岩 本  悟 

 
  

【一年間のご支援、ご協力に感謝申し上げます！】 
 昨年の第 19回西日本区大会で第 20代西日本区理事を拝命してから１年間、皆様の暖かいご支援、

ご協力のお蔭で無事に理事のお努めを終える事ができそうです。心より感謝申し上げます！ 

今月の強調月間は「評価と計画」です。出来た事は大いに褒めて下さい。出来なかった事は、記

録として残し次年度に是非引き継いで下さい。これは非常に大事な事ですからお願いします。 

 今期の主なトピックスを列挙しますと 

１） 12 年ぶりの東西日本区交流会（２月）：東西日本区並びに台湾区から 370名も参加頂き、大変

有意義な交流会、ＩＢＣ＆ＤＢＣ締結式、研修会が開催されました。 

２）２つの特別委員会：メンバー減少に伴い会費収入の減少等、西日本区財政を根本から見直すべ 

く「財政問題等検討特別委員会」 又 ワイズの存在性や将来像、ＹＭＣＡとの協調は如何に

あるべきか等シンクタンク的機関として「ワイズ将来構想特別員会」が設置されました。 

実態把握と戦略立案の為、クラブ実態調査アンケートを実施しました処、各部長の協力もあり

全クラブから回答を頂きました。ご協力に感謝申し上げます。現在、将来構想委員会で集計・

分析中です。来期より皆様のご協力も頂きながら具体的な活動が展開される予定です。 

３） 国際大会＆地域大会：昨年８月台湾で第 72回国際大会が開催され、西日本区からも約 100名の

方が参加され国際交流を楽しみました。今年の７月 21～23日、タイのチェンマイにて第 27回

アジア太平洋地域大会が開催されます。国際交流はワイズの醍醐味でもあります。 

１人でも多くの方がご参加下さいます事を期待します。 

４） クラブチャーター＆ＥＭＣ：昨年９月に、北京都フロンティアクラブが辻 直紀会長はじめ 21

名でチャーターされ、更には４月５月と計６名の入会者を迎えられました。感謝です。 

西日本区大会初日の 10日に、熊本水前寺クラブがチャーターを迎えられます。宮﨑隆二九州 

部長が初代会長として新クラブをリードして頂いております。 

今期２クラブのチャーターに心より感謝！ 

現在まで今期 121名の方が入会されました。ＭＣに努めてドロップアウトを防ぎましょう！ 
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５） 西日本区事務所：事務所職員さんの協力も頂いて、４月より毎週火曜日を休みにしました。事

務の効率化と経費節減が目的です。 

更には来年４月から新しい事務所に移転します。詳細は後日ご連絡いたします。 

６） 理事ゴールとしての各種献金にも皆様から暖かいご支援を賜り、全体としては約 90％の達成 

状況でした。ご支援に感謝申し上げます。ただ東日本大震災復興支援がクラブ単独で直接現地

にされている事や熊本地震復興支援が加わったのもありまして、区としては約 50％の達成率だ

った事は理事として反省いたします。 

 

【周年行事】 
今期も沢山の周年行事が開催されましたが、最後を飾ったのが名古屋東海クラブの 50周年記念例

会でした。５月 14日メンバーが経営されるマリエカリヨン名古屋にて約 100 名の参加で盛大に開催

されました。 

式典の中で熊本地震についての取り組みを熊本ＹＭＣＡ岡総主事が担当されました。席上献金も

実施され熊本地震復興支援のために贈呈されました。感謝申し上げます。 

   
 

最後に部会や周年行事参加を通じて、沢山のワイズメン・メネット・コメット・ＹＭＣＡの方々

と交流をさせて頂き、理事職をエンジョイしました。記念に残る１年でした。ありがとうございま

す。西日本区大会で皆様とお会いできます事を心待ちにしております。また区大会も存分に楽しん

で下さい。 次年度は、大野理事をご支援よろしくお願い申し上げます。 
１年間 理事通信をご愛読いただきまして誠にありがとうございました。 

 

◇ ６月強調月間 評価・計画 

「1年を振り返り、出来た事はクラブを メンバーを 自分を、大いに褒めてください。 

出来なかった事は、記録にまとめて次年度に活かしましょう！ 

次年度役員の方は、綿密な計画を作りましょう！」 

                                西日本区理事 岩本 悟（熊本にし） 
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西日本区ＥＭＣ事業主任 山藤 哉 

      （京都グローバル） 
４月に新しく 13名が入会されましたので紹介します。 

心から歓迎いたします。        （敬称略） 

 
   

今月の聖句 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部   山本浩一郎 金沢     京都部 芦原 孝一 京都パレス 
竹中 重治 京都トゥビー 

阪和部 山口 善平 和歌山紀の川          竹村亜沙美 京都トゥビー 
                                          桶谷 雄一 京都トゥビー 
六甲部 中山 豊美 芦屋                加藤 滋一 京都ＺＥＲО 
                                         中井 健仁 北京都フロンティア 
九州部 後藤 貫治 宮崎                泉 佳代子 北京都フロンティア 
    佐藤 裕一 熊本にし              四方 章義 北京都フロンティア 
          

 
 

新しい仲間 

 

 

今月の聖句 

 

 
イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通ら

なければ、だれも父のもとに行くことができない。」ヨハネによる福音書 14章６節 

聖書の小窓 「真理とは」  

                      西日本区チャプレン 立野 泰博 

（熊本ジェーンズ） 
ある対談で、大笑いしながらゾッとする話がありました。 

最近、３歳児健診に子どもを連れてこない親が多いというのです。親に理由を聞くと、

「持ってくるものに子どもと書いてなかった」と。なぜ「子ども」と書いてないか、そ

れはわかりきっていることだからです。 

しかし、それだけではないように思えます。３歳児健診とは何のために行われるかが

わかっていない？ いや、それだけでもないような。不思議な世界になってきました。 

何が大切なことか。真理は一体何か。私たちには真理として「イエスのみ言葉」があ

ります。このみ言葉がつねに真理へと導いてくださいます。み言葉に従う人生には常に

真理があり、私たちの人生を確かなものへ導いていくのです。イエスは道であり、真理

であり、命ですから。 
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アジア・パシフィックユースコンボケーション（ＡＹＣ）参加者紹介   
 

2017 年７月 19 日～23 日、チェンマイ(タイ)で開催されるＡＹＣに、西日本区から下記の４名が

参加することになりました。 

 皆さん初めての参加ですが、各国から集まったユースとの交流を通じてお互いを理解しあい、

「国境を越えた友情」を育んできてください。 

京都 ZEROクラブ推薦   佐古田 ひかりさん（１７歳） 

熊本にしクラブ推薦    木 本 朱 里さん（１７歳） 

熊本クラブ推薦      木 山 エリイさん (１７歳) 

熊本みなみクラブ推薦   内 村   麗さん (１８歳) 
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益城町総合体育館 
（熊本ＹＭＣＡ指定管理） 

熊本地震後で多くの「きず」を受けながら、 

ほぼ半年の間、避難所として人々の生きる

場所となった。 （2017 年５月 28日撮） 

 

編 集 後 記 
理事事務局長  水元 裕二 

（熊本にし） 

2016-2017年岩本理事期の理事通信も今月が最後号となりました。 

毎月の寄稿依頼に快く応じていただきました役員各位、ならびに毎月の編集作業にご協力 

いただきました平山俊生様、美保様ご夫妻に、深甚なる感謝を申し上げます。 

西日本区の情報をより早く正確にお届けできるよう努力してきたつもりではありますが、 

至らぬ点も多々あったことと存じます。ワイズメンの寛容の心に免じてご容赦ください。 

１年間ご愛読いただき有難うございました。 


